
 

 

 

 

 

 

 

「磨けば やがて光り輝く」 

 

 開校７０周年の記念となる今年度の学級開き

の写真は、新年度の決意を胸にした生徒の笑顔

と咲き誇る桜の共演となりました。 

教職員１１名を迎え、スタートした新年度。

一同、気持ちを新たに教育活動の充実・発展に

向けて、力を合わせて努力して参ります。保護

者、地域の皆様におかれましても昨年と変わり

なく、本校の教育に対するご理解、ご協力をい

ただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４月７日（金）には、ご来賓、保護者、上級

生・教職員が見守る中、２３８名の少し緊張し

た面持ちの初々しい新入生を迎え、本校第７１

回入学式を挙行しました。 

式辞として、新入生の実り多い中学校生活を

願って、「磨けば やがて光輝く」という話をし

ました。 

新入生は、宝石の原石のような存在です。 

夢や目標をもち、友達や上級生と助け合い、

励まし合いながら、自分を磨くための努力をつ

み重ね、光輝く宝石となり、その輝きを維持で

きるようになってほしいと思います。 

とりわけ、中学生時代に特に磨いてほしいこ

とが三つあります。  

一つ目は、「知性に磨きをかける」ということ

です。「知性」とは、知識を身に付け、自分で考

え、判断し、活用する力のことです。一時間一

時間の授業を大切にし、受け身の姿勢ではなく、

自分から進んで学ぼうとする意欲を持って学習

に臨んで下さい。もちろん、家に帰ってからの

自学自習も欠かせません。教科の学習に加え、

様々な教育活動を通して、文章を読み解く力や

自分の考えや調べたことをまとめ、わかりやす

く発表するなどの表現する力も磨いて下さい。

知識も知恵も確かなものになるように磨きあげ、

学ぶことに、喜びを持つ生徒になってほしいと

思います。 

 二つ目は、「人間性に磨きをかける」というこ

とです。中学校では、学級や学年での活動、様々

な学校行事、生徒会活動や部活動など、自分た

ちの手で企画し、仲間や上級生と力を合わせて

取り組む活動がたくさんあります。積極的に活

動に参加し、協力して取り組むことの価値を知

り、人間関係を深めて下さい。多くの人とのか

かわりを通して、お互いを思いやり、尊重する

心や態度、集団の中での人間関係の在り方やコ

ミュニケーションの力を学び、豊かな人間性を

磨いて下さい。 

三つ目は、「体力に磨きをかける」ということ

です。今の日本は、物があふれ、大変便利な世

の中になっています。しかし、社会が便利にな

るにつれて、体を動かす機会が減少し、子ども

達の体力の低下が課題となっています。私は、

体力の低下は、気力の低下につながり、さらに

は、知力の低下にもつながるのではないかと考

えています。 

中学生の時に、スポーツや運動に親しむ習慣

を確立し、体を動かし、汗を流す楽しさを味わ

いながら、体力の向上や健康な身体作りに努め

てほしいと思っています。 
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中学生時代は人生の中で最もエネルギーに溢

れ、自分の夢や目標の実現に向かって情熱を燃

やし、努力し、挑戦できる時期です。どうか、

失敗を恐れず、色々なことにチャレンジしてく

ださい。同時に、これからの三年間で、生涯を

通じて、尊敬できる先生や信頼できる友人をた

くさん作ってほしいと願っています。 

結びになりますが、保護者の皆様には、お子

様の中学生としてのスタートを心よりお喜び申

し上げます。先行きが不透明な新しい時代を生

きていく生徒は、幅広い知識と教養、グローバ

ルな視野を身に付けることが大切であると私は

考えています。 

本校では、全人的な側面から生徒を見つめ、

一人一人の個性に応じた生き方を考えさせると

ともに、社会の中で自立して生きていくための

基礎・基本となる力を獲得できるよう、新しい

取組を取り入れながら教育活動を展開していま

す。 

保護者の皆様や地域の皆様におかれましても、

生徒が自らの道を切り開き、光り輝いていけま

すよう、様々な機会に学校に足をお運びいただ

き、私ども教職員にお力添えいただきたく、改

めてお願い申し上げます。「自分磨きの旅」に出

発した新入生の今後の努力と飛躍に期待してい

ます。 

【 教 職 員 異 動 紹 介 】 

 

【転出】 主幹教諭（社会）   武藤 祥史   練馬区立石神井南中学校副校長に昇任 

     主任教諭（国語）   渡 雅代    定年退職 

主任教諭（理科）   川原﨑拓也   稲城市立稲城第五中学校へ 

主任教諭（家庭）   磯部 祥子   練馬区立開進第四中学校へ 

     主任教諭（英語）   飯塚 貴子   大田区立羽田中学校へ 

     教  諭（数学）   宮内 貞幸   練馬区立貫井中学校へ 

     教  諭（理科）   鈴木 正人   練馬区立石神井中学校へ 

     教  諭（技術）   花嶋 啓充   退 職 

     育休代替教諭（英語） 濵﨑 憲文   任期満了。江戸川区立瑞江第三中学校 

     産休代替教諭（養護） 足立恵実子   任期満了。練馬区立光が丘第二中学校 

     学校生活支援員    青崎 由美   任期満了 

     用務業務作業員    梅田 育子   退 職 

 学校施設管理員    竹山 忠男   練馬区立関町小学校へ 

  

【転入】 主任教諭（社会）   飯島 洋一   練馬区立大泉第二中学校より 

     主任教諭（数学）   野﨑 秀太   国立市立国立第三中学校より 

     主任教諭（理科）   佐藤めぐみ   練馬区立光が丘第一中学校より 

主任教諭（技術）   村野 冬樹   東久留米市立久留米中学校より 

主任教諭（家庭）   阿部可奈子   国分寺市立第一中学校より 

主任教諭（英語）   坂口 玲子   武蔵村山市立第五中学校より 

教  諭（国語）   高西 俊一   新宿区立牛込第一中学校より 

     教  諭（理科）   三上 恭幸   品川区立荏原平塚学園より 

     教  諭（英語）   加藤 陽子   新規採用 

     産休代替教諭（養護） 森下 麻紀   荒川区立南千住第二中学校より 

非常勤講師（音楽）  新規採用予定 

非常勤講師（美術）  新規採用予定 

     施設管理員      毛利 昌且   練馬区立石神井南中学校より 



 

 

 

 

 

◇校  長       松丸 晴美           

◇副 校 長       溝口 千里 

◇主幹教諭（教務主任） 日熊 昌則 

◇主幹教諭（生涯学習） 三岡 一隆 

◇主幹教諭（学年主任） 三輪 辰也 

◇教  諭（生活指導） 佐藤 由乃 

 

◇第一学年 主任 野﨑 秀太（数学） 

  Ａ組担任   百田 果 （英語） 

  Ｂ組担任   川島 彩加（英語） 

  Ｃ組担任   三上 恭幸（理科） 

  Ｄ組担任   阿部可奈子（家庭） 

  Ｅ組担任   高西 俊一（国語） 

  Ｆ組担任   近藤 美咲（保体） 

ＡＢＣ組副担任 野﨑 秀太（数学） 

ＡＢＣ組副担任 三岡 一隆（英語） 

 ＤＥＦ組副担任 佐藤めぐみ（理科） 

 ＤＥＦ組副担任 田中 俊文（国語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇第二学年 主任 三輪 辰也（保体） 

  Ａ組担任   本田 貴志（保体） 

  Ｂ組担任   千葉 晃 （社会） 

  Ｃ組担任   坂口 玲子（英語） 

  Ｄ組担任   宮内 稜大（数学） 

  Ｅ組担任   坂林瑠璃子（国語） 

  Ｆ組担任   伊藤 友文（数学） 

 ＡＢ組副担任  加藤 陽子（英語） 

 ＣＤ組副担任  白川 恒 （理科） 

 ＥＦ組副担任  三輪 辰也（保体） 

 

◇第三学年 主任 志村美智子（美術） 

  Ａ組担任   山下 遊 （保体） 

  Ｂ組担任   金子 敬 （国語） 

  Ｃ組担任   土井 奈苗（音楽） 

  Ｄ組担任   村野 冬樹（技術） 

  Ｅ組担任   飯島 洋一（社会） 

  Ｆ組担任   佐藤 由乃（社会） 

ＡＣ組副担任  半田 美佳（英語） 

Ｂ組副担任  日熊 昌則（数学） 

 Ｃ組副担任  中松 和子（英語） 

ＤＥ組副担任  志村美智子（美術） 

 Ｆ組副担任  戸部 昌彦（理科） 

  

◇養護教諭    森下 麻紀 

◇事 務     土屋 富士子 

         大嶋 有理子 

◇栄養士     陶山 陽子 

 

◇非常勤講師   河野伸二郎（社会） 

  同      新規採用予定（音楽） 

  同      新規採用予定（美術） 

◇学力向上支援講師 美濃島登志江（数学） 

◇スクールカウンセラー（火曜日） 

         前田 洋士 

◇心のふれあい相談員（水・木曜日） 

         真島 博子 

◇学校生活支援員 具志堅千秋 

◇学校支援コーディネーター 内野 文恵 

◇日本語指導講師 浅井 記子 

◇ＡＬＴ  デヴィン・マクドナルド 

◇学校図書館支援員 茂田井 操 

◇用務業務  大賀大二郎、天竺桂健史 

◇給食調理 主任  小野 博之 

     副主任  前原 良太 

      社員  横田 高嗣 

◇施設管理員  杉浦 勝 、森 茂樹 

鈴木 勝義、毛利 昌且 

 

 

平成２９年度  教 職 員 組 織 



新入生誓いの言葉 

4 月７日に行われた第71回入学式での新入生誓いの言葉をご紹介致します。 

 

 暖かな風と、美しく舞い散る桜の花びらと共に、私達新入生は石神井西中学校の門をくぐりまし

た。 

 校門に立てられた「入学式」の文字を見て、改めて中学生になるのだと実感しています。 

 石神井西中学校には、関町小学校、立野小学校、石神井西小学校をはじめ、学区外の小学校を含

めて、様々な小学校から生徒が集まってきます。これから、私達は出身小学校が違っても、仲間と

して、三年間の中学校生活を送ります。それぞれの小学校の良さやそこで得たものを発揮し、力を

合わせて、よい学年を作り上げていきたいと思います。 

 中学生になると、部活動が始まります。学校外のクラブチームで頑張る人もいると思います。ま

た、小学校より活動が本格的になるので、より充実した学校生活をおくることを、楽しみにしてい

ます。また、学習面でも、小学校より幅広い分野の学習が始まります。私は、普段から、予習復習

をしっかりとして、学習に取り組んでいきたいです。 

 そして、何より楽しみなのは、学校行事です。中学校の迫力のある運動会やクラスの一体感を感

じる合唱コンクールで、今日ここに集まった仲間とたくさんの思い出を作っていきたいです。 

 また、今までとは違って、先生方や保護者に言われたことをするだけではなく、自分の意見や目

標をしっかりともって行動していきたいです。 

 上級生の皆さん、先生方、どうぞこれからよろしくお願いいたします。保護者の方々や、地域の

方々も、私達の中学校生活を温かく見守ってください。 

 最後になりましたが、これからの生活の中で、どんな事があっても、仲間と助け合い、乗り越え

ていく事を約束し、誓いの言葉といたします。            

 （新入生代表 田中美羽） 

 

 

新入生に向けて 西中紹介 

 4 月 11日（火）、新入生に向けての西中紹介がありました。生徒会本部役員および各委員長によ

る生徒会・委員会紹介の他に、部活紹介では各部とも趣向を凝らしたパフォーマンスを繰り広げて

いました。1年生はどの委員会ならがんばれそうか、どの部なら 3年間続けられそうか、思いを巡

らせたことと思います。 

 ※ 入学式、西中紹介の様子は学校ホームページでも紹介していますのでご覧ください。 

 


